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渡嘉敷村の 

観光と暮らしを考える 

地域円卓会議 
 

持続可能な観光振興戦略が渡嘉敷村の暮らしにもたらす効果は？ 

農業・漁業・教育・観光等様々な関係者と確認する現在地、そして未来 

 

 

実施報告書 
 

日  時： 2025 年 2月 19 日（水）18:00-21:00（受付開始 17:30-） 

場  所： 渡嘉敷村中央公民館 1 階大ホール（沖縄県島尻郡渡嘉敷村渡嘉敷 209） 

主  催： 渡嘉敷村、令和 6 年度渡嘉敷村観光誘客受入委託業務受託会社・沖縄 JTB 株式会社 

協  力： 公益財団法人みらいファンド沖縄、NPO 法人まちなか研究所わくわく 

 

 

 

報告書作成 

NPO 法人まちなか研究所わくわく 

公益財団法人みらいファンド沖縄 
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ＡＣＴＩＶＩＴＹ ＲＥＰＯＲＴ 

【報告】渡嘉敷村の観光と暮らしを考える地域円卓会議 

■日  時：2025 年 2 月 19 日（水）18:00-21:00 

■場  所：渡嘉敷村中央公民館 1 階大ホール 

■着席者数：9 名（論点提供者、司会、記録者含む） 

■参加者数：15 名（自営業、教育機関、行政等） 

 

■主  催：渡嘉敷村、令和 6 年度渡嘉敷村観光誘客受入

委託業務受託会社・沖縄 JTB 株式会社 

■協  力：公益財団法人みらいファンド沖縄 

NPO法人まちなか研究所わくわく

 

 

 

渡嘉敷村は県内でもマリンレジャー系（ホエールウォッチング含め）を中心に人気のある観光地となりました。

今回の円卓会議では、観光業がもたらす成果が島の暮らしにどう影響しているのか、同時に島の暮らしや環境も

持続可能にするためのポイントを確認し、観光で得られる果実を最大限にするための協働を参加者みんなで考え

ます。 

センターメンバー  

 

池松 来 

渡嘉敷村観光協会 

副会長 

 

志喜屋 孝后 

JA渡嘉敷支店 

店長 

藤原 史明 

渡嘉敷 

漁業協同組合  

組合員 

 

當銘 由成 

渡嘉敷村立 

渡嘉敷小中学校 

中学部教務主任 

 

米田 英明 

琉球新報 

通信員 

 

国吉 栄治  

渡嘉敷村商工会 

副会長 

 

山城 淳 （渡嘉敷村役場 観光産業課 課長） 

 

北中城村における認知症の方も参画可能

な 

農福連携を実現させるためのネットワー

クづくりを考える 

論点提供 

持続可能な観光振興戦略が渡嘉敷村の暮らしにもたらす効果は？ 

農業・漁業・教育・観光等様々な関係者と確認する現在地、そして未来 
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板書記録＞ 
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■今後のアプローチの方向性 

１) 観光の活用と島民の暮らしの共存共栄 

観光入域客数の増加傾向はプラス要素、ただし年間を通じた安定的な観光客誘致（平

準化）が課題。同時に観光客の増加による経済効果を量り、村民の暮らしと共存共栄

できる観光消費のあり方、必要なコンテンツ等、戦略策定が求められる。 

２)  観光キャパシティのコントロールと議論 

渡嘉敷島の観光キャパシティは船の乗船者数に依存している。積極的な増便による観

光収入増、もしくはキャパシティを制限しながら高単価な観光へシフトする考え方も

選択肢に残しながら、行政・事業者・住民と議論していきたい。 

３) 各セクターの論点 

 農業に関しては、食材供給の安定性は課題であると同時に地域産食材へのニーズは

高い。提供できる野菜（海産物も含む）安定供給も議論しながらも、現状の生産高

を最大限に活かすための情報流通も含めた流通のあり方を議論したい。 

 漁業においては、担い手不足・漁獲量の変動・保存設備の不足等の課題が確認され

ている。設備投資や人材育成の必要性を数字をもとに検討すべき。合わせて新しい

人材のための住宅の確保も関連課題として上がっている。 

 教育に関しては、学校教育と観光の距離を縮めることで、観光業の担い手を育成で

きる可能性も見えてきた。先生が地域と関わることで生徒とともに地域を学びなが

ら、観光交流を通して人口の少なさに起因するコミュニケーション不足を補い、子

どもたちの学習効果を高めていくべき。 

 かつて国立沖縄青少年交流の家がはたしていた、交流型観光の可能性の議論が必要。

近年話題になっているアドベンチャーツーリズム等高額な体験型観光が脚光を浴び

ている中、過去の交流の家の取り組みを再評価し、新たなツーリズム政策として検

討すべき。 

４) 総合計画や人口計画への住民の参画 

上記の論点をまとめていくうえで、観光産業の可能性があるのにも関わらず、人口は

減少していくというミスマッチを起こしている現状に対して、これまで住民や事業者

から本音の意見聞く場がなく、それぞれがバラバラに行動しているということが垣間

見えた。今後は観光戦略を総合計画の一部として位置づけ、データをもとにした具体

的な議論を深めると同時に、オープンな住民参加の場を設けて、関係者間の意見交換・

合意形成・利害調整をしていくことが重要である。 
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■参加者によるサブセッション 

 

持続可能な観光振興戦略が渡嘉敷村の暮らしにもたらす効果は？ 

農業・漁業・教育・観光等様々な関係者と確認する現在地、そして未来 

（参加者記載の原文をそのまま記載している為、事実と異なることがあります。グループ毎に①、②・・・と記載） 

 

①  

 ゴールが見えない、話してる 

 観光 (色んな)暮らし（衣食住）分からない 

 似た、会合とかは沢山あるから結局ゴールが

どこに行くのかは分からないし、他とも変わ

らない 

 トカシキ新聞みたいなのを作れたらもっと

暮らしと観光 

 今までの流れを聞いた感想 

暮らしについて、教師、地域の方々のつなが

りが大切なので、是非聞いて欲しい 

 島に戻ってくる子が増える為には、観光業等

に（職場体験）体験することが大切だと思い

ます 

 もっと色々な機関との話をして連携が必要 

 

②  

 ネイチャーガイド 

アハレン小付近をさんさく 

 農業と観光の融合 

 郵便と保険と貯金で島にこうけん 

 3/9 田うえ 

7/19 つなひき、とくさん品、かこう、クラ

フトビール 

 

③  

 野菜の作り手と買い手の考え方の違い 

 公式ライン、メール 

 移動販売 

 漁業 

 

 

④  

 宿泊が、農業漁協とタイアップで、ワークシ

ョップ収かくなどできたら 

 学校行事に追われて、大変な場面が多い 

 教育委員としては、3 月に行事を入れるなと

いわれているが、させたい事があるという思

いもある 

 中学校、職場体験、刺身をさばく、保護者 OK

の主催なら生物も OK、提供できる 

 まつりでやると、解体のパフォーマンスをや

ってはどうか→見た人は島で子どもを育て

たいと思うんじゃないか… 

 漁協と島の子とのタイアップ、15 の春、中 3

の子の栄養会、刺身等の提供、来年度からや

りたい 

 フランスから島に来た思い、1 ヶ月前に来村、

自然、スノーケルが良いとすすめられた、マ

ルセイユの都会から来た、海が魅力、ブッキ

ングドットコムで来る人が多い 
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渡嘉敷村の観光と暮らしを考える地域円卓会議 

参加者アンケート集計 

 

◆概要 

・日時：2025 年 2 月 19 日（水）18:00‐21:00 

・場所：渡嘉敷村中央公民館 1 大ホール 

・着席者：9名（論点提供者、司会、記録者含む） 

・参加者：15 名（自営業、教育機関、行政等） 

（アンケート回収 13 名、回収率 87％） 

 

１．どちらから？ 

 

２．所属 

 

３．円卓会議はどのように知ったか 

 

 

 

４．満足度 

平均：4.3（5 点中） 

5. 

満足 

4. 

概ね 

満足 

3. 

普通 

2. 

あまり

満足し

ていな

い 

1. 

不 

満足 

6 名 6 名 0名 1 名 0 名 

 

５．満足度の理由 

（５．満足） 

 島の情報が多く聞こえた。 

 いろいろな仕事をしている方と話しが、いろ

んな思いが聞けた。 

 渡嘉敷島に住む多くの人々と出会い、彼らの

仕事や地域社会への貢献について学ぶ良い

機会です。外国人として、このようなイベン

トに参加して、日本語、文化、そして日本に

ついて学ぶ機会を得られることはとても貴

重です。 

 他業種との意見交流で「理想」や「できそう

なこと」につながるヒントが多く得られた。 

 30年、保育教育現場にいて、昨年から一棟貸

別荘をオープンさせました。暮らす様に旅す

る体験をしてもらいたいという思いがあり

ます。保育教育の現場から、子ども達が地域

と触れ合った様にお客さんが畑で収かく→

調理の体験ができるような横のつながりを

持ちたい。という目標が明確に見えてきた。 

 ふだんは話を交わさないメンバーが意見を

交えたのが非常に良かったと思う 

 

（４．概ね満足） 

 それぞれの職種が考える事、取り組みなど知

る事が出来、今までは漁業はどういう働き？

学校は？考える機会がなかったので新鮮で

した。 
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 渡嘉敷村の発展（観光、教育、産業）につい

て色々聞けてよかった。 

 教育現場と普段話できない方々と１つのテ

ーマについて協議できた。地域の現状と課題

を職員現場にいる我々が知ることで教科書

では教えることのできない「生の声」を届け

る場をファシリテートしていきたい、と感じ

た。 

 良い試みだったと思う。定期的にくり返して

いただきたい。 

 普段会議とかでは会わない JA さんも来てい

て良かったです。また先生等、色んな角度の

意見も聞けて良かったです。ただ…ゴールは

良くわかりませんでした。 

 

（２．あまり満足していない） 

 次につながるのか？わからない 

 

６．円卓会議で印象に残ったこと 

 地産地消、特産品作り、稲作（コミュニティ

ーたんぼ） 

 小グループでのディスカッション 

 漁業・教育のタイアップ事業 

村人口の期待ビジョン、そのための戦略⇒観

光 

米ができる⇒麦もできる⇒クラフトビール 

 JF、JAをうまく観光につなげたい。 

 島産農産物を島の消費者とをつなぐ SNS発信、

とかしきニュース等の島内情報交流発信の

場。 

 情報発信（LINE）をしていく。色んなセクシ

ョンと連携していかなければならない→問

題解決を目指す。村の発展には、住宅問題が

大きい→行政の役割。 

 学校の先生の話が良かったです。 

 

７．会議運営に関してのご意見・感想 

 サブセッションの時間があったのがよかっ

た。 

 思ったよりザックバランに話ができてとて

もよかった。 

 各分野興味深い内容でしたが、感じたのがも

っと横のつながり、１つの目標で島を盛り上

げられたらなおかつ、島の自然の保全、保護

の意識を高めつつオーバーツーリズムの対

応をしていけたら。 

 ファシリテーター平良さん、話の引き出し方

が非常に上手い。慣れない参加者に 3時間ノ

ンストップの会議は辛いと思います。トイレ

タイムは必要。島はコンビニも外食（ファー

ストフード）もないので、17:15 終業後、食

事を作り食べ 18:00 に会議に出るのは無理。

腹へった～！18:30 開会が良いと思うが。記

録ボード職人宮道さんすごい!!すばらしい

と思いました。 

 すばらしい地域円卓会議だったと思います。

ディスカッションのメンバーに各産業の代

表をもっと増やした方が多くの意見が出る

と思います。→ビジョンの共有、役場の方の

参加も増やした方がいいと思います。 

 くり返していく事で高まると思う。 

 普段、触れ合わない方々との議論は良かった

です。 
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（写真）会場の様子 
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＜サブセッション 記録用紙＞ 
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